
’

繁
や
三
巻
　
第
圏
號

昭
和
三
年
十
月
圏
日
畿
行

　
　
　
　
　
　
（
蓮
巷
第
五
十
二
號
）

漸

刀
劒
目附
相
少
1
・
1

利

の
源
流

鍛
冶
補
考

小
　
　
川

琢

治

　
　
　
　
一
　
緒
　
　
　
言

．
昨
年
一
月
の
本
誌
上
に
相
州
鍛
冶
系
贈
答
を
掲
ぐ
る
に

當
り
、
我
々
の
有
し
た
刀
劒
に
蒸
す
る
古
塔
本
は
慶
長
三

年
の
奥
書
ご
花
押
あ
る
竹
屋
重
次
の
正
立
本
ビ
天
正
十
五

年
か
ら
刀
工
の
年
代
を
潮
算
し
た
忠
政
（
姓
不
詳
）
目
利
書

の
二
種
よ
り
も
古
い
も
の
が
な
か
っ
た
。
与
れ
こ
も
此
の

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
砺
　
究
　
　
刀
劔
躍
利
の
源
流

爾
書
ご
他
の
徳
川
時
代
の
版
本
及
び
爲
本
に
見
え
た
鍛
冶

系
圖
ご
互
に
寓
製
す
る
所
を
比
較
し
て
研
究
し
、
相
州
鍛

冶
に
博
す
る
從
來
の
藤
津
ご
著
し
く
異
っ
た
結
論
に
到
達

し
た
。
元
暦
元
年
（
＝
入
四
年
）
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
て

か
ら
七
十
年
の
後
北
條
蒔
頼
の
執
椹
の
頃
ま
で
、
鎌
倉
に

名
あ
る
刀
工
が
な
く
て
、
建
長
年
間
に
粟
田
口
國
綱
が
束

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
刀
劔
爾
利
鋤
源
澁

下
し
て
そ
の
元
租
ε
な
っ
た
ビ
い
ふ
の
は
猫
特
の
鍛
刀
業

な
し
に
軍
備
を
講
じ
た
如
く
見
え
、
甚
だ
信
じ
難
い
傳
説

で
あ
る
Q
故
に
我
々
は
藩
府
の
初
期
に
既
に
陸
奥
愚
草
鍛

冶
の
末
流
で
羊
泉
か
ら
移
浴
し
た
貞
國
な
る
も
の
が
あ
っ

た
筈
ε
す
る
を
妥
當
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

　
其
後
昨
年
夏
件
信
友
の
寓
し
π
癒
永
三
十
年
忌
奥
書
あ

る
南
洞
院
本
劒
工
右
記
（
信
友
の
命
名
）
謄
本
一
冊
を
得
、

今
年
夏
元
亀
元
年
の
奥
書
あ
る
寓
本
（
假
り
に
呼
ん
で
元

鶉
元
年
刀
掛
目
利
書
こ
い
ふ
）
三
冊
を
得
た
。
此
の
爾
書

の
中
前
者
に
は
備
前
國
延
眞
延
房
等
を
租
ご
し
て
國
光
行

光
正
宗
等
の
相
州
鍛
冶
が
田
た
ビ
す
る
相
傳
系
圖
ご
全
く

異
っ
た
面
壁
を
組
こ
し
た
系
圖
が
見
え
、
前
稿
の
推
理
の

正
鵠
を
得
て
ゐ
π
こ
ご
が
讃
明
さ
れ
、
術
ほ
又
た
後
者
に

は
学
海
傳
承
の
不
明
で
あ
っ
た
宇
津
宮
墾
河
入
道
の
前
に

名
越
遠
江
入
道
崇
喜
の
傳
書
が
あ
っ
た
こ
ご
が
知
れ
、
室

町
時
代
の
刀
劒
属
利
の
鎌
倉
時
代
か
ら
傳
承
し
た
穫
路
ご

内
溶
ご
が
確
か
ご
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
第
日
劇
　
　
　
　
二
　
（
五
一
〇
）

　
秦
叢
に
陀
の
南
書
を
熟
旨
し
た
結
果
に
線
り
前
稿
に
爾

ほ
不
明
な
う
し
黙
牟
補
ふ
ご
同
時
に
、
竹
屋
其
他
慶
長
以

後
の
鑑
識
の
方
法
が
完
成
す
る
ま
で
の
痙
路
及
び
淵
源
を

虫
転
べ
、
武
家
に
賞
美
さ
れ
た
名
作
の
鎌
倉
…
以
來
時
代
ご
共

に
墾
纒
し
た
事
情
を
明
か
に
し
、
相
州
正
宗
に
關
す
る
私

考
の
補
正
に
も
及
ぶ
こ
ご
に
す
る
。

　
　
　
　
二
　
元
魑
元
年
目
利
書
、
上
古
秘
談
抄

　
ム
ー
墨
・
げ
た
爾
…
書
の
申
後
者
に
就
い
て
先
づ
述
べ
る
。
こ

の
三
懇
に
書
名
の
題
箋
な
く
、
上
中
下
の
薫
別
も
明
か
で

な
か
っ
た
が
、

　
本
二
云
元
魏
元
年
酸
三
月
＋
百

　
　
　
　
　
　
　
ま

　
在
レ
之
秘
傳
不
“
残
堀
傅
了
A
矢
、
聖
像
レ
可
レ
有
一
他
見
嚇
伍
如
ノ
件

ご
い
ふ
奥
書
あ
る
も
の
が
、
内
容
か
ら
も
最
後
の
一
憲
ご

認…

ﾟ
ら
れ
、
上
古
秘
談
抄
こ
い
ふ
一
章
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
が
最
初
の
懇
ご
推
定
さ
れ
た
。
是
に
よ
り
絡
ぼ
こ
の
一

篇
の
順
序
が
明
か
で
あ
る
か
ら
試
に
他
の
一
指
を
中
野
こ

し
て
序
次
す
る
こ
と
、
し
π
o



　
此
の
書
美
濃
紙
に
片
假
名
を
交
へ
て
九
行
に
二
十
四
五

宇
か
ら
ご
十
七
八
字
ま
で
行
書
に
認
め
、
上
怒
三
十
二
葉

r
甲
巻
五
十
九
谷
下
三
四
［
十
点
ハ
曲
菓
合
見
計
濡
濡
｝
二
十
レ
～
葉
b
よ
b
・
成

り
、
書
下
の
年
代
は
三
遍
以
後
で
あ
る
が
、
多
分
．
慶
長
以

前
ら
し
く
、
所
藏
の
寓
本
四
書
中
最
も
紙
数
多
く
、
内
容

に
富
ん
で
み
る
。
回
し
で
そ
の
中
最
も
重
要
な
る
は
名
越

宇
津
宮
爾
鑑
定
家
の
奥
書
あ
る
上
覧
の
入
葉
宇
と
そ
の
次

の
「
可
然
物
」
裏
表
二
面
一
葉
ご
の
九
葉
年
で
、
上
古
秘

談
抄
ビ
い
ふ
は
此
等
を
包
括
し
て
冠
し
た
名
ら
し
い

　
上
古
秘
談
抄
に
載
、
せ
た
名
越
崇
喜
の
鑑
識
に
間
す
る
交
、

は
十
七
ヶ
條
あ
り
、
そ
の
芋
頭
に

　
古
今
殴
書
之
輩
、
街
談
巷
設
、
種
々
ノ
鍛
錬
ラ
蓋
シ
、
其
形
像

　
テ
ァ
ラ
ハ
ス
、
・
：
…
然
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
同
町
三
所
、
師
親
兄

　
艶
紅
身
形
像
並
鍛
錬
ノ
趣
ナ
ト
カ
、
少
シ
似
ル
風
惜
モ
、
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
サ
ラ
ン
、
カ
・
ル
心
シ
ル
シ
鈴
（
於
の
誤
字
）
此
道
轍
尤
肝
要
也
、

建
い
ひ
、
次
に
誓
言
（
都
ち
目
利
）
の
心
得
入
ケ
條
を
述

べ
、
第
十
條
に

　
　
　
第
十
三
轡
　
　
研
　
究
・
　
刀
劔
屠
利
の
源
流

西
（
最
）
明
寺
殿
被
“
仰
シ
バ
、
泰
時
御
国
記
シ
ラ
カ
レ
給
イ
ヶ
ル

物
二
曹
…
…
…
ト
ソ
記
シ
ラ
画
影
ヒ
ヶ
ル
…
…
…
必
叉
當
御
代

（
正
配
の
執
礎
熈
時
の
代
）
御
家
人
等
二
至
ル
マ
デ
、
物
ノ
キ
レ

タ
ル
支
（
吏
郎
ち
事
の
略
掌
）
．
謹
ア
リ
テ
、
多
聞
及
ヘ
リ
、
三
叉

集
テ
シ
ル
シ
置
リ
、
其
内
ニ
チ
モ
所
々
ノ
注
意
三
三
ラ
バ
、

爾
鳳
後
代
三
一
馳
ヲ
カ
ク
テ
ラ
カ
セ
給
イ
ク
リ
、
昔
シ
思
ヤ
ラ
レ

テ
返
々
有
難
治
レ
。

　
　
　
　
　
舷
州
ノ
上
作
テ
モ
イ
ヲ
ス
、
沖
一
進
次
第
二
是
チ
注
置
レ
畢
、

○
注
進
分
同
銘
注
溝
型
ル
チ
バ
、
注
サ
セ
ラ
ソ
ズ
｝
云
々
、
曲
外
無

　
　
　
　
　
銘
太
刀
一
重
光
刀
ア
リ
ケ
リ
。

宗
近
京
　
　
在
國
京
　
　
國
宗
備
前
　
吉
國
粟
田
日

信
房
備
前
角
一
周
朗
二
六
　
信
正
備
前

（
以
下
略
、
清
眞
筑
紫
ま
で
総
計
六
十
入
）

正
和
二
姦
正
孕
百
難
識
辮
、
爲
藩
．
輩
問

此
外
上
作
ハ
、
何
レ
↑
モ
イ
ピ
カ
タ
シ
、
難
然
請
人
注
進
之
旨

記
シ
置
所
也
、
三
吉
了
戒
依
垢
異
テ
他
鋤
糊
ラ
カ
ケ
ラ
レ
皐
、
叉
此

内
ニ
チ
モ
、
出
來
襟
二
塁
テ
自
然
ラ
モ
フ
程
ナ
ラ
ヌ
シ
ナ
モ
ア

レ
、
ト
、
國
宗
了
戒
ニ
ラ
キ
テ
一
物
コ
ト
聴
罪
ワ
サ
ス
グ
レ
リ
ト

注
進
申
畢
、
叉
無
銘
ノ
太
刀
有
シ
カ
ト
モ
、
粟
田
口
和
州
物
ナ
、

　
　
　
　
　
第
四
號
〔
　
　
　
三
　
（
五
｝
じ
・



　
　
　
第
十
三
悠
　
　
研
　
究
　
　
刀
劔
葭
利
の
源
濾

　
ト
モ
ザ
マ
く
翻
論
有
テ
、
ス
テ
テ
カ
レ
ヌ
、
銘
不
豆
類
力
・

　
ル
酵
ソ
鶉
手
蔵
敷
侍
ル
、
云
々

こ
い
ひ
更
に
数
ヶ
條
の
心
得
を
記
し
た
末
に

　
　
轟
三
農
秀
初
合
　
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
名
越
遠
江
入
道
崇
喜
在
男

　
鷹
安
二
年
八
月
口
故
遽
江
藤
三
三
昌
自
筆
本
一
篤
レ
之
、
猴
當
道
可

　
脂
筒
一
萌
鏡
一
三
也

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
津
宮
参
河
入
道
在
封

ご
あ
っ
て
、
次
に
可
然
物
六
十
入
を
記
載
し
て
み
る
。
此

だ
け
は
墾
河
入
道
の
傳
書
た
る
こ
ご
の
疑
な
き
も
の
で
、

古
刀
銘
盤
憲
＝
系
圖
急
談
抄
）
の
奥
書
に

　
冶
秘
談
抄
代
々
從
占
宇
津
宮
参
河
入
道
一
躍
來
相
盛
外
、
別
無
傳

、
受
、
．
古
往
今
來
諸
國
往
遽
、
其
時
代
蔵
書
冶
聞
西
傳
｝
如
レ
此
、

　
系
圏
記
宜
也
、
滲
河
入
道
以
前
者
正
宗
國
々
廻
明
記
也

　
　
慶
一
長
十
六
亥
一
二
月
十
二
R
門

ご
あ
る
竹
屋
目
利
書
の
文
で
は
宇
津
宮
家
目
利
の
傳
承
何

時
傳
授
の
爾
ほ
鋼
然
ビ
知
れ
な
ん
だ
所
が
是
に
よ
り
正
確

ご
な
つ
淀
課
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
隠
蟹
　
　
　
　
四
　
（
五
一
二
）

　
古
刀
銘
盤
懇
二
に
注
…
進
物
六
十
人
の
名
ざ
芸
名
を
列
暴

し
た
末
に
正
和
二
年
の
日
歩
あ
る
交
書
は
是
に
よ
）
名
越

崇
喜
の
三
年
に
書
き
記
し
た
こ
ご
、
、
三
河
入
方
が
之
に

可
然
物
六
十
入
を
書
き
添
へ
π
こ
ε
が
是
に
よ
り
初
め
て

明
白
ご
な
っ
た
◎

　
名
越
遽
江
入
道
は
太
流
記
千
早
攻
め
の
虚
に
見
え
、
双

六
の
讃
論
か
ら
甥
ご
刺
し
蓮
へ
て
徒
死
し
た
ご
い
ふ
醜
名

を
留
め
た
に
…
過
ぎ
澱
。
奪
卑
舜
脹
北
條
家
系
圖
の
部
に
名

越
氏
の
末
二
代
篤
時
公
篤
共
に
遠
江
守
に
な
っ
て
み
る
の

で
、
そ
の
何
れ
が
崇
喜
で
あ
る
か
知
り
難
い
。
然
れ
こ
も

龍
門
の
歌
が
玉
葉
集
に
載
っ
て
み
る
ご
い
へ
ば
、
名
越
氏

の
中
で
文
筆
の
才
あ
る
は
公
篤
で
、
武
辮
に
稀
な
る
三
鷹

の
所
有
者
な
る
爲
め
に
刀
劒
に
着
す
る
心
得
を
書
き
留
め

宇
津
宮
家
に
傳
は
つ
た
の
で
、
幸
に
今
我
々
が
昌
利
の
源

流
を
鎌
倉
時
代
ま
で
曲
り
得
る
の
で
あ
る
。
赦
に
戦
敗
に

よ
っ
て
汚
名
を
蒙
っ
た
ご
は
い
へ
、
刀
劒
鑑
識
法
の
鼻
魂

ご
し
て
崇
喜
を
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
訟
。



　
次
に
從
來
鹿
苑
院
義
満
の
頃
に
注
進
物
以
外
の
轟
然
物

及
び
新
作
物
を
入
道
が
記
し
て
進
上
し
π
こ
い
ふ
に
止
っ

た
が
、
此
の
三
河
入
撹
の
奥
書
日
附
に
よ
り
入
道
は
南
北

朝
の
時
に
既
に
崇
喜
の
下
書
を
得
、
正
和
か
ら
五
十
除
年

並
に
目
利
の
滋
に
志
し
て
み
た
こ
ε
が
知
れ
た
。
こ
の
三

河
入
滋
は
恐
ら
く
は
元
弘
二
年
北
條
の
一
族
阿
曾
弾
正
少

弼
名
越
遠
江
入
道
ご
共
に
上
洛
し
た
中
に
見
え
る
宇
都
宮

三
河
守
ビ
同
人
で
、
戦
友
の
記
録
が
傳
は
つ
た
の
は
自
然

の
篠
路
で
あ
っ
た
ご
想
は
れ
る
。

　
古
今
銘
叢
蓉
二
の
正
和
二
年
日
量
の
次
に
「
注
進
物
事

秘
談
抄
に
注
せ
わ
」
こ
い
ひ
、
前
に
掲
げ
た
碁
「
奥
書
に

「
右
秘
抄
云
々
」
ご
い
ひ
、
憲
一
表
題
も
高
子
秘
談
抄
ご

い
ふ
も
、
諸
國
鍛
冶
系
圖
か
ら
始
ま
わ
、
今
獲
た
正
和
三

年
及
び
浦
安
二
年
の
奥
書
あ
る
部
分
は
全
く
敏
け
て
る

る
◎
同
書
に
は
元
來
頗
る
脱
簡
が
あ
る
。
そ
の
最
も
著
し

い
の
は
憲
四
目
利
の
部
の
末
越
中
二
重
の
次
に
あ
る
べ
き

宇
津
國
光
及
び
濃
州
物
全
部
雑
國
物
全
部
未
勘
國
全
部
が

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
刀
旧
離
利
の
源
流

脱
落
し
我
々
は
慶
長
十
五
年
霜
月
六
日
の
奥
書
あ
る
銘
誰

古
意
本
を
獲
π
の
で
之
を
補
足
し
得
た
。
是
に
よ
り
推
せ

ば
こ
の
萬
治
板
本
は
不
完
全
な
る
竹
屋
傳
書
を
得
そ
の
奥

書
の
傳
者
の
姓
名
を
削
除
し
て
刻
本
こ
し
た
も
の
た
る
は

明
か
で
あ
る
。
漏
れ
ざ
も
慶
長
三
年
古
寓
本
は
元
亀
元
年

本
ご
殆
ん
ご
順
序
内
容
が
同
「
で
あ
っ
て
、
節
略
さ
れ
た

所
が
既
に
多
い
の
か
ら
推
せ
ば
慶
長
頃
に
至
れ
ば
上
古
秘

談
抄
の
大
部
分
は
鑑
識
法
に
直
接
重
要
な
ら
ぬ
ご
考
へ
た

か
、
又
は
特
別
の
最
高
古
論
こ
し
て
普
麺
門
弟
に
傳
黙
す

る
時
に
は
一
切
示
さ
な
ん
だ
か
何
れ
か
の
理
由
で
久
し
く

漣
没
し
て
み
た
ご
信
せ
ら
れ
る
Q

　
　
　
　
三
　
略
惣
目
録
の
刀
工
ご
名
越
崇
喜

　
　
　
　
　
　
の
鑑
識
法

　
樹
ほ
三
河
入
道
の
傳
へ
た
ざ
想
は
る
＼
事
項
の
中
に
面

白
い
の
は
承
元
二
年
番
鍛
冶
選
定
の
事
其
他
を
綱
興
し
た

略
惣
目
録
ご
い
ふ
一
章
が
あ
る
。
其
の
文
の
首
に

　
　
　
　
略
替
録
難
窺
熊
無
難
聖
慮

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
五
　
（
五
一
三
）



第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
刀
創
欝
利
の
源
流

　
粗
墨
守
上
議
所
被
評
定
之
鍛
冶
是
也
。

　
　
　
　
番
鍛
冶
　
結
番
支
、
承
元
二
年
正
月
ヨ
リ
始
力
、
懸
岐
院
御
在

　
　
　
　
位
ノ
御
暗
轟
ハ
ア
ラ
ズ
、
第
㎜
王
子
土
御
門
院
議
在
位
之
時

　
　
　
　
也
、
菅
陽
院
ニ
チ
キ
テ
作
レ
之
、
弓
隠
仙
澗
ト
云
々
三
番
奉
行

　
　
　
　
等
之
事
、
霊
ハ
説
繁
多
云
々

　
　
（
以
下
大
艦
諸
書
所
徳
ε
大
同
小
異
に
上
る
か
ら
之
を
凹
く
）

ビ
あ
っ
て
、
鍛
冶
は
鎌
倉
に
於
い
て
選
定
さ
れ
た
こ
ご
が

明
な
り
、
そ
の
韻
書
が
同
じ
く
名
越
氏
か
ら
宇
津
宮
氏
に

論
点
し
元
ご
推
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ギ

前
稿
に
砦
番
鍛
冶
脳
天
の
次
に
出
る
禦
刀
磨
鰐

ご
あ
る
國
弘
は
相
州
國
弘
な
ら
ん
ご
考
へ
て
適
い
た
が
、

三
時
が
詐
定
し
だ
こ
す
れ
ば
彌
々
鎌
倉
鍛
冶
の
與
ら
澱
筈

な
く
、
叉
た
三
月
番
鍛
冶
の
延
房
が
粟
田
に
雪
国
ご
共
に

御
師
徳
墾
鍛
冶
に
列
し
て
み
る
の
も
疑
は
し
く
な
っ
て
、

前
稿
疑
を
存
し
て
揚
げ
だ
鐙
倉
銀
冶
の
大
前
輩
法
花
経
太

郎
信
房
が
婁
加
し
た
の
で
な
い
か
、
同
訓
の
警
め
に
誤
っ

て
延
房
が
重
出
し
た
の
で
な
い
か
、
備
前
に
同
時
又
は
前

後
に
延
房
信
房
が
出
た
こ
ビ
に
な
っ
て
る
の
は
此
の
信
房

　
　
　
　
　
　
　
尉
面
凹
驚
酬
　
　
　
　
　
山
側
　
（
五
「
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
一
虞
に
集
る
際
に
延
の
字
に
改
め
て
銘
を
切
る
に
至

っ
旋
の
で
な
い
か
と
い
ふ
疑
問
が
超
て
還
る
の
で
あ
る
◎

壼
切
信
房
以
後
数
人
の
信
房
ε
い
ふ
刀
工
が
時
代
を
異
に

し
て
幾
で
後
世
の
三
図
仁
は
其
等
が
頗
る
混
雑
し
元
ご
見

〉
民
る
か
ら
、
他
a
信
胆
房
に
記
す
る
考
説
を
纒
一
め
る
蹴
棋
り
で

あ
る
が
、
是
だ
け
は
附
加
へ
て
窪
く
。

　
此
の
数
に
上
古
鍛
冶
以
下
鎌
倉
時
代
に
順
次
選
定
し
π

名
工
の
名
が
列
暴
さ
れ
て
る
る
。
そ
の
全
丈
左
の
如
し
。

　
　
　
上
古
七
入
鍛
冶
蔓
　
　
　
大
賊
年
中

　
友
光
和
畑
　
天
國
祁
甥
　
痴
久
襟
碍
奥
弼
住
掛
人
也

　
　
　
和
銅
年
中

慧
聯
鷺
導
魏
國
簑
備
・

　
藤
戸
是
大
．
賢
年
中
云
々
或
祁
州

　
　
E
上
七
人
上
古
上
手
日
本
國
鍛
冶
既
七
人
子
孫
｝
云
々

　
一
條
院
御
宇
作
者

　
　
　
李
泰
時
被
評
定
分
也

　
安
綱
目
玉
垣
　
宗
近
騨
鞍
下
粧
包
丁
河
内
國

　
正
恒
備
前
　
　
　
行
｝
牛
和
州
　
　
　
助
包
備
前



駕
吉
難
　
　
義
則
舗

高
欄
備
前
　
　
　
助
卒
備
爾

　
以
上
十
一
入

　
　
西
明
寺
殿
被
鵠
評
定
脚
分

定
秀
豊
後
　
　
　
家
重
豊
後

行
重
藤
　
蔑
河
内

正
恒
備
箭
　
　
　
助
包
備
前

　
　
逡
江
國
住
人
、
蓮
江
國

三
三
　
　
ト
屯
打
圓
修
院
ト
モ
打

山
盛
備
前
國
盛
子

行
仁
灘

月
山
麟
燃
暢

　
　
伯
諸
陵
江
住

日
乗

　
　
法
師

　
　
r

三
分
三
毛
山
内
三
四
郵
太
夫

　
以
上
二
十
二
入

信
湧
備
前

或
説
云
、
酋
勝
園
寺
殿
所
々

時
代
不
分
明
、
叉
次
第
不
同

　
　
正
國
薩
膿
波
弔

　
　
行
李
腰
後
号
紀
新
太
夫

　
　
國
噺
弘
相
州
沼
間
住
藤
源
次

　
　
國
盛
備
前
大
宮
ト
打

　
　
光
世
筑
後
玉
家
田
多

　
　
雲
同
国
日
頃
触
鋤
艦
一
尉

　
　
爲
滞
胴
伯
薯
閣
橿
瀬
三
郎
太
夫

　
　
盛
國
矯
卿
獺
冶
態
々

友
成
備
前
　
　
安
則
大
和

　
追
加
西
勝
園
寺
殿
世
一
詳
定
一
分
、
次
第
不
同

　
　
ぬ
の
ム
リ

國
宗
勤
麟
　
　
　
行
信
和
州
千
手
院
　
　
　
金
王
丸
離
州

包
永
和
粥
亭
三
邸
　
　
　
楠
興
［
漏
土
寸
灘
州
住
乙
太
駆

中
光
和
州
　
力
弄
州
　
但
次
期
繊
璽

　
　
第
十
三
谷
　
　
研
　
究
　
　
刀
劔
爵
利
の
源
流

　
日
光
和
州
　
　
　
重
弘
千
手
院
　
　
定
俊
京
五
郎
入
道

定
購
鹸
綾
露
　
　
期
弘
川
尻
樫

　
重
則
馴
州
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
戒
亭
安
蛾
住
法
師

　
　
　
又
泊
〃
加
諸
人
七
城
灘
脚
門
作
云
々

行
安
耀
ラ
巻
観
擦
佳
國
熱
磯
延

國
吉
鍛
鎌
　
饗
雑
戯

　
　
以
上
二
十
入

　
そ
の
合
計
六
十
入
に
達
し
、
注
進
物
、
可
然
物
、
新
作

物
が
何
れ
も
六
十
入
で
あ
る
の
ご
揆
を
一
に
す
る
。
是
は

六
十
こ
い
ふ
数
を
目
安
ビ
す
る
こ
ご
が
正
和
注
進
物
の
出

藍
る
頃
に
流
行
し
だ
の
で
、
三
河
入
道
も
亦
た
そ
の
瀕
に

微
つ
た
ご
想
は
れ
る
◎
城
灘
門
が
何
人
か
は
確
か
に
分
ら

ぬ
が
、
恐
ら
く
は
北
條
一
家
の
中
で
山
城
守
こ
な
っ
た
人

ε
察
せ
ら
れ
、
そ
の
鎌
倉
時
代
の
記
録
だ
る
こ
ぎ
は
蕪
に

掲
げ
た
交
の
前
に
冠
し
だ
左
の
序
文
に
よ
り
略
ぽ
朋
か
で

あ
る
Q

　
惣
国
録
画
、
古
本
在
γ
之
、
尤
可
“
秘
云
々
、
三
一
順
道
嚇
末
代
明

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
　
七
　
（
五
一
五
）



　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
刀
難
解
利
の
源
流

鏡
也
、
錯
本
望
種
當
世
在
“
之
、
不
“
可
ド
用
、
錯
牛
蝿
繁
多
也
、

彼
惣
目
録
事
、
於
殿
中
湛
毒
運
者
一
人
之
外
、
不
レ
可
い
免
レ
之
、
是
期

先
達
制
法
也
。

ご
い
ひ
、
異
説
の
多
い
中
で
尤
も
貴
重
な
る
古
傳
は
こ
れ

で
あ
る
ε
い
ひ
、
次
の
割
注
に
此
の
銘
一
見
の
後
に
彼
の

謹
本
達
者
へ
入
に
付
撰
す
ご
い
ふ
の
ビ
重
複
す
る
が
↓
三

河
入
滋
の
得
た
鎌
倉
時
代
傳
書
に
就
い
て
言
っ
た
の
か
、

更
に
之
を
受
け
て
傳
へ
る
も
の
が
い
っ
π
か
、
何
れ
に
し

て
も
三
河
七
二
の
傳
へ
た
鎌
倉
末
期
の
古
傳
π
る
は
動
か

ぬ
標
に
想
は
れ
る
。

　
鎌
倉
時
代
に
賞
美
さ
れ
た
刀
工
は
此
の
如
く
泰
時
下
來

数
を
増
し
た
が
、
正
和
年
申
に
切
昧
の
報
告
に
よ
り
之
を

基
礎
こ
し
た
鑑
識
法
が
繊
止
る
以
前
の
名
作
な
る
も
の
ご

注
進
物
に
入
っ
た
も
の
ビ
の
問
に
は
著
し
い
差
異
が
認
め

ら
れ
、
玉
目
難
中
の
安
立
眞
守
光
世
三
雫
行
年
正
國
等
の

古
点
は
除
．
外
さ
れ
て
、
比
較
的
に
近
い
時
代
の
作
品
特
に

　
　
　
　
　
　
舶
勲
羅
號
　
　
　
　
　
入
　

（
五
…
山
ハ
）

備
前
備
中
の
諸
工
が
そ
の
大
部
分
を
占
む
る
に
至
っ
た
。

発
の
層
化
は
主
ビ
し
て
刀
劒
の
實
用
を
標
準
ご
し
た
鑑
識

法
の
成
立
に
在
っ
て
、
時
代
の
要
求
か
ら
起
っ
た
新
ら
し

い
選
繹
の
仕
方
に
俘
ふ
當
然
の
騰
結
で
あ
っ
た
ビ
言
ひ
得

る
。

　
勿
論
遠
江
入
道
は
家
門
の
災
害
を
彿
ふ
露
劒
ご
い
ふ
も

の
は
切
れ
昧
の
み
で
論
ず
べ
き
で
な
い
、
君
家
の
簑
刀
は

愛
護
せ
ね
ば
な
ら
澱
ε
力
説
し
て
は
み
る
が
、
切
れ
昧
も

同
時
に
良
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
、
そ
れ
を
上
作
ビ
す

べ
き
だ
と
い
っ
た
。

　
新
ら
し
い
鑑
識
法
の
一
端
は
前
に
掲
げ
だ
注
進
物
の
記

事
の
次
に
書
き
加
へ
た
一
節
に
窺
は
れ
、
國
宗
ご
了
戒
が

時
代
の
近
い
に
關
ら
す
激
賞
さ
れ
て
み
る
。
鼎
談
抄
崇
喜

奥
書
の
直
ぐ
前
に
接
し
π

　
作
者
一
呑
レ
爲
昌
後
生
↓
イ
カ
ニ
モ
瞬
砥
創
ト
云
中
畢
タ
・
シ
ク
ハ
ト
由
作
エ

　
ビ
眠
シ
カ
ル
ヘ
キ
也
、
〃
軟
人
ノ
作
ラ
脚
貝
翫
｝
ス
ル
ハ
、
瞬
弧
剛
ニ
ョ

　
ツ
テ
當
愚
挙
ト
モ
、
細
作
ノ
世
二
勝
レ
タ
ル
ラ
古
銘
ニ
ラ
ト
レ



　
ル
ト
ハ
申
ヘ
キ
檬
ナ
シ
、
カ
・
ル
趣
是
ニ
カ
キ
ラ
ス
、
後
生

　
可
二
畳
罹
一
直
予
γ
時

ε
い
ふ
文
に
こ
の
精
憩
が
登
記
さ
れ
て
る
る
◎

　
然
る
に
注
進
物
は
諸
國
か
ら
切
昧
の
良
い
刀
の
銘
を
記

し
て
報
告
し
だ
も
の
で
、
無
銘
物
が
選
に
入
ら
な
ん
だ
顛

末
は
前
に
述
べ
元
道
り
で
、
銘
を
第
一
の
手
掛
b
ビ
し
て

識
別
す
る
の
で
あ
っ
淀
。
故
に
刀
工
の
銘
を
記
憶
す
る
の

ご
そ
の
箕
贋
を
逼
曝
す
る
の
ご
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
忠

の
形
像
鋸
目
銘
の
切
り
腱
が
目
利
の
要
黙
曝
し
て
記
載
さ

れ
、
叉
た
之
に
俘
ひ
異
國
同
名
、
父
子
同
名
等
の
場
合
を

法
意
し
、
　
一
代
鍛
冶
ご
か
、
同
名
幾
入
ご
か
い
ふ
刀
工
名

表
即
ち
銘
盤
が
編
纂
さ
れ
る
に
至
つ
だ
。

　
鍛
錬
に
奏
す
る
崇
喜
の
記
載
に

　
鐵
誤
断
年
後
、
火
氣
ラ
バ
テ
、
生
色
テ
成
ス
ト
古
記
ニ
ァ
リ
、

　
故
ニ
イ
カ
ェ
モ
年
月
ラ
途
リ
タ
ル
物
、
生
氣
ア
レ
ハ
尤
盤
モ
可

　
レ
ク
有
ト
見
ヘ
タ
リ
P

　
西
明
寺
殿
被
仰
シ
バ
、
泰
時
御
時
記
シ
ラ
カ
レ
給
イ
ク
ル
物
二

　
云
、
最
上
二
物
切
ル
・
ト
テ
、
御
家
入
籔
ト
ス
ル
ラ
ー
ζ
ル
ニ
、

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
刀
禰
目
利
の
源
流

悉
カ
ネ
ノ
錬
イ
堅
作
ノ
イ
ッ
モ
」
カ
タ
キ
ハ
、
ウ
ラ
太
刀
ノ
様
ニ

ミ
ヘ
テ
、
ハ
ざ
；
ヤ
ヵ
也
、
又
其
此
ノ
ヤ
ワ
ラ
カ
ニ
メ
、
唖

ヘ
タ
リ
物
ノ
キ
ル
・
類
ハ
，
戯
作
二
野
テ
モ
悉
加
様
二
二
ル
ト

ソ
、
一
記
シ
ラ
カ
セ
給
ヒ
ケ
ル

な
ご
の
語
が
見
え
、
又
た
三
河
入
道
の
傳
ご
思
は
れ
る
鍛

錬
口
写
の
一
章
が
可
然
物
ε
略
論
自
録
ご
の
間
に
あ
っ

て
、
地
墨
、
横
文
の
特
性
に
よ
）
下
ノ
下
、
下
、
申
、
上
、

上
ノ
上
の
五
等
を
個
別
し
。
、
梨
の
肌
の
凄
い
を
中
ご
し
、

横
行
に
此
鍛
ひ
あ
り
ご
い
ひ
、
地
金
の
曇
梨
肌
を
焼
き
盤

　
　
　
　
　
あ
い

し
て
後
に
酒
間
ざ
い
ふ
悪
い
が
出
る
、
進
藤
五
の
備
前
三

郎
に
習
っ
た
湯
間
は
是
な
り
と
い
ひ
、
之
を
上
ざ
し
、
上

ノ
上
の
鍛
い
に
は
重
書
ご
双
の
中
に
濁
元
様
で
光
が
あ

り
、
雲
の
中
に
朝
日
の
影
が
あ
っ
て
少
し
影
ば
か
り
雲
よ

う
漏
り
鐵
た
る
襟
で
、
行
李
作
に
此
の
嫌
い
あ
り
、
又
地

　
す鐵
清
み
双
ご
地
鐵
の
間
に
光
あ
っ
て
、
晴
た
塞
に
臼
雲
な

ご
の
直
ぐ
に
ご
通
り
布
な
ざ
を
引
い
た
襟
に
見
え
る
ε
い

ひ
、
藤
四
郎
に
此
の
糾
い
あ
り
、
了
戒
は
サ
へ
澄
み
双
の

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　

九
（
五
一
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
刀
劔
賛
利
の
源
誌

内
よ
り
露
の
こ
ぼ
れ
馨
る
提
な
り
ご
申
す
も
此
の
鍛
な
b

ε
い
ひ
、
実
感
の
作
に
も
此
の
憂
い
あ
り
ざ
い
ふ
。
此
の

五
等
の
庭
別
も
鎌
倉
時
代
の
末
に
刀
劒
鑑
識
家
の
既
L
認

め
た
も
の
こ
想
は
れ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
名
越
崇
喜
の
頃
既
に
鑑
識
の
標
準
が
略

ぼ
確
定
し
、
傳
説
的
名
刀
以
外
の
實
用
に
適
す
る
切
味
の

良
い
刀
劒
を
識
別
す
る
手
段
が
既
に
工
夫
さ
れ
、
時
代
の

近
い
作
晶
を
選
毒
せ
ん
ε
し
だ
◎
而
し
て
南
北
朝
ご
室
町

時
代
の
間
に
参
河
入
潜
…
は
之
を
槻
零
し
て
後
世
に
傳
へ
慶

長
以
後
の
目
利
の
基
礎
ご
な
り
標
準
こ
な
っ
た
の
で
あ

る
。
元
魑
元
年
電
離
書
に
よ
っ
て
我
々
は
此
の
堀
篭
を
明

に
す
る
こ
ご
が
出
來
た
。

　
　
　
　
四
　
竹
屋
目
利
書
の
傳
承

　
里
中
下
二
冊
は
慶
長
三
年
竹
屋
重
次
の
薄
書
ご
大
同
小

聾
ハ
な
る
こ
ご
は
餅
明
に
m
運
べ
た
涌
酌
り
で
、
憲
中
に
は
鍛
冶
目

録
奮
選
分
に
筆
を
起
し
、
友
光
天
國
學
上
古
鍛
冶
の
年
代

名
作
の
傳
説
忠
の
形
像
を
記
し
、
墨
守
を
和
銅
年
間
こ
し

　
　
　
　
　
　
箏
蹴
難
　
　
　
一
〇
　
（
五
一
入
）

ぐ
、
安
綱
よ
う
前
に
概
き
、
永
延
以
後
に
降
つ
で
身
包
宗
近

秦
包
李
正
恒
等
を
記
し
、
元
暦
頃
に
降
っ
て
行
李
正
恒
助

包
兵
守
（
備
前
）
真
國
助
眞
嵩
置
に
至
り
総
計
三
十
四
人
を

含
む
。
之
を
以
上
奮
記
分
こ
し
て
匿
優
し
、
次
に
若
僧
久

國
國
安
磁
器
則
幽
國
吉
の
粟
田
口
六
人
を
記
し
、
次
に
番

鍛
冶
次
に
注
進
物
（
恕
一
ご
重
出
）
可
レ
然
物
、
新
作
物
、
諸

國
鍛
冶
元
耐
軍
士
圏
、
（
そ
の
粟
田
口
系
圓
の
次
に
前
壁
に

掲
げ
π
の
こ
大
品
同
一
の
相
州
…
進
藤
五
一
流
正
野
圖
正
宗

の
弟
子
貞
宗
以
下
安
吉
ま
で
八
入
を
爆
げ
た
も
の
を
載
せ

た
諸
國
同
銘
、
近
代
有
之
ヲ
ハ
除
7
之
、
番
鍛
冶
，
口
傳
、

可
レ
然
物
口
傳
少
々
、
諸
國
鍛
冶
風
情
の
諸
諸
を
含
む
。

　
憲
下
は
鍛
冶
秘
傳
（
天
國
以
下
百
九
人
の
作
風
の
記
載
）

諸
國
鍛
冶
似
銘
、
御
物
長
之
寸
等
の
諸
項
を
記
し
、
そ
の

宋
尾
に
前
掲
元
魑
元
年
の
奥
書
が
あ
っ
て
、
傳
授
の
入
名

が
な
い
。

　
此
の
二
王
ご
上
憲
ご
を
比
較
す
る
に
麟
擁
及
び
重
複
が

あ
る
。
上
越
末
の
諸
徳
鍛
冶
懸
銘
の
部
に
安
綱
眞
守
共
に



弘
仁
頃
ビ
し
中
悠
の
翼
守
を
和
銀
に
引
き
上
げ
た
の
こ
著

し
く
異
る
の
は
そ
の
「
例
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
宇
津
宮

塞
河
入
溢
の
傳
承
は
主
ご
し
て
前
一
翼
の
感
孚
に
含
ま

れ
、
そ
の
計
理
ビ
後
二
三
は
入
滋
以
後
に
他
の
傳
承
を
輯

め
た
も
の
で
、
此
の
三
三
は
室
町
幕
府
末
年
竹
屋
系
統
の

鑑
識
家
の
秘
本
こ
な
っ
て
み
た
ざ
推
定
し
て
大
な
る
誤
が

な
い
ご
信
ず
る
。

　
　
　
　
五
癒
永
三
十
年
創
工
古
記

　
俘
信
友
の
創
工
古
記
ご
名
け
た
慮
永
三
十
年
の
古
寓
本

は
左
の
信
友
の
蹟
丈
に
よ
り
傳
來
が
知
れ
る
。

　
冶
丸
環
鑑
定
引
書
嚇
総
、
癒
永
三
十
年
之
古
謡
本
、
蓋
正
和
之

　
頃
所
レ
撰
也
、
巻
首
鋏
逸
、
且
朱
　
題
名
碗
所
レ
存
四
十
五
紙
、
難
扁

　
監
定
家
一
所
レ
未
溢
日
見
閉
也
、
云
元
所
艘
感
力
東
寺
中
原
…
下
院
古
什

　
物
之
欝
底
也
、
津
田
葛
根
與
醗
主
冷
罵
法
印
善
、
文
化
中
佐
實

　
鵬
昂
其
書
【
璽
膏
物
員
外
之
反
故
哨
脱
昌
之
葛
根
嚇
寛
々
傳
領
珍
レ
之
、

　
秘
レ
匿
目
久
契
，
童
子
レ
妓
文
政
十
二
年
蒸
螢
廠
本
嚇
倫
レ
閑
膿
「
眼

　
　
　
　
む

　
鏡
雨
自
野
卑
爲
、
丈
字
、
素
写
影
、
調
舛
不
レ
紗
、
悉
随
レ
本
義
レ
改
、

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
刀
劒
醤
利
の
源
流

　
　
或
富
有
嵩
良
品
癒
撮
↓
頗
苦
レ
摸
、
九
重
五
日
丁
零
、
上
繭
億
嵩
筑

　
　
古
之
唱
券
嚇
（
朱
書
云
他
嬉
聯
加
一
一
朱
批
一
便
“
魔
）
　
　
　
件
信
友

次
に
左
の
傳
抄
者
の
奥
書
が
あ
る
G

　
弘
化
三
年
丙
午
暮
鷺
了
　
柁
平
蔵
）

　
嘉
、
永
六
偏
牛
癸
丑
エ
血
夏
臨
慕
畢
、
二
一
椿
帆
血
書
銘
之
二
〃
裡
底
面
宣
側
以

　
存
原
容
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
　
　
道

　
而
し
て
原
本
末
尾
に
は

　
以
一
南
洞
院
御
秘
藏
本
一
令
レ
設
縞
行
藏
至
幸
順
一
爲
乏
畢

　
　
慮
永
三
＋
年
＋
二
月
三
＋
扁
日
面
□
之

ご
あ
っ
て
日
域
と
「
之
」
の
字
と
の
問
に
二
字
ほ
こ
室
聞
、

を
籐
し
、
別
に
諸
國
名
三
葉
を
加
へ
、
そ
の
末
に
同
日
附

を
記
し
、
爾
ほ
僻
世
め
い
た
歌
一
首
を
添
え
て

　
　
書
置
は
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
　
　
　
　
岩
菊
之

　
　
　
も
し
を
草
な
か
ら
む

　
　
　
　
あ
噌
こ
の
か
た
み
S
も
み
よ

ご
い
ふ
。
或
は
之
の
上
に
岩
菊
の
二
字
が
あ
っ
た
の
が
破

損
し
た
か
ざ
御
せ
ら
れ
る
が
、
謄
寓
者
は
書
畳
云
々
の
歌

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
…
一
　
（
五
｝
九
）



　
　
　
纂
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
刀
測
擁
利
の
源
旋

に
關
し
て
「
此
歌
濃
墨
筆
跡
異
な
る
が
如
し
」
ご
い
へ
ば
、

或
は
そ
の
下
の
岩
菊
之
な
る
署
名
も
同
じ
く
三
筆
ビ
看
倣

す
べ
き
か
も
知
れ
澱
。
こ
の
貯
蓄
者
が
何
人
で
あ
る
こ
し

て
も
慮
永
の
難
詰
本
た
る
二
値
に
は
何
等
の
軒
饗
す
る
所

↓
よ
よ
・
o

ζ
甲
ノ
　
し

　
蔵
書
は
信
友
の
言
の
如
く
憲
首
が
…
幾
葉
か
歓
落
し
て
み

る
▼
「
〕
ご
が
眞
に
遺
憾
で
あ
る
。
又
た
そ
の
考
定
し
て
「
正

和
之
頃
所
撰
也
」
こ
し
た
の
は
三
葉
目
の
古
今
諸
子
鍛
冶

之
銘
の
章
に
諸
工
の
年
代
を
数
へ
る
に
正
和
五
年
ま
で
幾

十
百
年
こ
い
ふ
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
元
轟
元
年
目
利
書
に
比
較
し
て
此
の
書
の
内
容
を
槍

す
る
に
、
元
三
本
道
上
上
古
即
談
抄
こ
い
ふ
部
分
に
相
當

す
る
も
の
を
脱
し
後
に
騰
つ
π
憲
首
か
ら
入
葉
孚
ま
で
を

成
し
、
そ
の
次
に
元
鶉
本
懇
中
及
び
藪
下
の
懇
首
に
掲
げ

た
こ
同
文
の
序
文
が
あ
る
。
本
書
に
は
そ
の
文
が
頗
る
認

奪
多
く
、
元
縮
図
ご
警
比
す
る
こ
ご
左
の
如
し
。
（
括
弧
内

は
元
縮
本
に
糠
り
補
訂
さ
る
交
宇
、
圏
批
は
同
塵
に
な
き

二
　
（
五
二
〇
）

字
な
り
。
）

　
　
　
　
鍋
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
夫
五
代
（
之
）
劒
適
齢
天
村
雲
関
西
両
而
人
皇
十
代
之
御
門
崇
紳
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
皇
御
隠
被
“
（
召
ソ
之
爾
閣
一
神
末
子
一
志
天
和
國
宇
多
郡
叫
被
レ
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　

　
之
、
以
來
代
々
御
門
之
費
劒
是
也
、
其
後
八
十
一
代
御
門
安
徳

　
天
皇
御
宇
元
暦
二
年
準
家
西
國
浸
落
之
時
、
於
昌
長
門
國
團
浦
一

　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　

　
終
沈
…
海
底
諭
｝
、
（
天
叢
雲
劔
、
改
レ
名
日
二
草
薙
二
一
）
（
是
被
二
二
作
一
粥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

　
也
）
其
正
本
之
紅
熱
宅
残
置
熟
田
祉
↓
子
レ
今
不
γ
維
在
レ
之
云
々
（
次

大
蛇
同
工
章
柄
之
響
竈
灘
綴
轟
鋸
響
戴
く
、
宅

　
是
の
序
文
か
ら
観
れ
ば
元
誤
記
の
憲
中
以
下
は
本
書
ご

同
じ
く
里
雪
篇
で
、
共
に
上
古
鍛
冶
天
國
藤
戸
等
か
ら
筆

を
超
す
に
濁
り
、
先
づ
棘
代
か
ら
皇
室
に
傳
は
つ
た
寳
劒

の
來
由
を
；
与
し
て
序
言
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
に
は
上
蔀
の
部
に
雑
駁
な
る
諸
家
傳
ご
想
は
る
、

刀
工
の
傳
説
及
び
系
圖
を
掲
ぐ
る
も
、
南
北
朝
建
武
以
後

の
作
家
に
は
及
ば
す
、
唯
そ
の
前
篇
（
懇
談
妙
の
後
牢
ご

看
微
す
べ
き
部
分
）
に
限
り
、
第
｝
葉
に



　
正
唐
ポ
五
潮
入
遣
　
　
』
貝
庸
耶
　
　
彦
四
郎
左
術
（
門
）
尉
轟
に
ん
す

　
國
盛
大
み
や
中
こ
な
が
く
ひ
ろ
し
云
々

　
助
盛
．
國
盛
盛
子
か
び
ぜ
ん

　
國
宗
　
　
定
利
越
前
國
住
　
　
國
長
な
ぎ
な
表
の
じ
ゃ
う
す
な
り

　
　
　
延
壽
太
郎
つ
く
し
か
ち

　
國
信
み
れ
ま
ち
ぎ
に
に
十
丈
宇
あ
り

　
國
吉
ゑ
ん
じ
ゅ
太
廓
　
　
定
俊
　
　
余
永
　
　
中
次
郎
　
　
了
戒

　
光
包
　
　
長
光
弟
子
叛
本
往

　
　
三
三
備
中
雑
鍛
冶
交
名

　
翌
翌
　
　
則
包
　
　
安
則
（
等
合
計
三
十
六
人
）

　
　
太
刀
刀
作
善
悪
日
之
事
二
行

　
古
今
蜘
諮
國
鍛
冶
嘱
之
銘
（
二
子
平
芝
尊
四
十
二
人
忠
銘
錐
形
像
准
癩
く
）

、
爾
ほ
此
の
末
に
安
則
、
谷
山
，
日
乗
、
有
光
、
行
璽
、

安
心
、
則
恒
、
近
範
、
有
正
、
月
山
の
十
入
を
列
載
し
て

ゐ
ゐ
。

　
此
の
八
葉
孚
に
出
た
刀
工
名
に
も
正
和
か
ら
南
北
朝
に

跨
る
の
は
貞
宗
國
信
國
吉
等
の
貝
葉
に
見
え
た
数
名
に
止

る
。
故
に
鎌
倉
時
代
末
葉
の
古
傳
書
ε
し
た
信
友
の
意
見

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
刀
劔
髄
鞘
の
源
流

は
姜
當
で
あ
る
。
銘
盤
以
後
ざ
錐
も
南
北
朝
以
後
の
刀
工

は
全
く
見
え
な
い
か
ら
、
是
も
假
倉
年
代
は
少
し
降
っ
た

ご
し
て
慮
永
三
十
年
よ
り
は
蓬
か
に
古
い
悪
書
ご
看
微
し

て
差
支
な
い
。

　
然
ら
ば
何
人
の
傳
へ
た
も
の
か
ご
い
ふ
に
、
第
三
十
七

葉
の
末
に

　
延
房
日
本
國
の
か
ち
の
ち
や
う
し
や
う
を
鈍
る
う
つ
の
宮
の
重

　
　
　
代
っ
ほ
き
り
一
こ
い
ふ
太
刀
こ
の
作
也

こ
い
ふ
丈
が
あ
る
。
他
に
は
諸
家
重
代
の
名
作
は
頗
る
多

く
載
せ
て
み
る
が
、
大
豊
鎌
倉
時
代
か
そ
の
以
前
の
名
あ

る
所
持
者
の
み
で
、
薫
り
是
だ
け
宇
津
宮
氏
に
及
ん
で
み

る
か
ち
察
す
れ
ば
、
或
は
元
維
働
蟻
上
の
若
干
葉
か
ら
本

書
に
績
く
べ
き
墾
河
入
道
の
傳
書
で
、
不
幸
に
し
て
本
書

の
首
葉
三
枚
か
敏
け
て
聯
絡
が
つ
か
な
く
な
っ
た
ら
し

く
、
元
鶉
本
の
方
は
他
の
傳
承
に
よ
っ
て
訂
正
増
補
せ
ら

れ
で
瀬
上
後
年
の
面
目
が
一
早
し
、
図
書
の
嗣
一
根
源
な

る
こ
ご
が
全
く
知
れ
難
く
な
っ
た
も
の
こ
言
え
る
。
是
は

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
＝
ご
　
（
五
一
＝
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
究
　
　
刀
劔
灘
利
の
源
流

恐
ら
く
は
鷹
…
永
以
後
の
元
魑
ま
で
約
百
五
十
年
間
に
鑑
識

家
が
手
を
入
れ
て
順
次
雨
蓋
し
だ
結
果
な
る
べ
き
は
疑
な

く
、
慮
永
本
の
償
値
は
此
の
如
き
墾
更
を
受
け
す
し
て
鎌

倉
末
期
の
古
傳
が
多
く
保
存
さ
れ
て
る
に
在
る
。

　
爾
ほ
叢
に
一
言
加
へ
ね
ば
な
ら
鍛
こ
ご
は
專
…
門
鑑
識
家

が
藍
碧
す
る
に
從
ひ
そ
の
見
聞
ε
考
究
せ
の
結
果
前
入
の

傳
承
を
補
訂
す
る
は
當
然
の
成
行
で
あ
っ
て
、
古
説
が
次

第
に
失
は
れ
．
、
　
一
部
分
だ
け
獲
存
す
る
傾
向
は
避
け
ら
れ

ぬ
。
癒
永
本
は
偶
然
に
も
南
洞
院
こ
い
ふ
寺
院
に
秘
藏
さ

れ
、
傳
授
の
秘
密
に
幽
し
て
注
意
し
た
奥
書
な
く
、
鑑
識

家
の
蒋
傳
を
経
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
愚
鎌
倉
時

代
の
末
葉
に
行
は
れ
た
目
利
書
の
内
容
が
そ
の
ま
、
保
存

さ
れ
た
ご
考
へ
ら
れ
る
。
故
に
信
望
の
「
聾
者
定
家
h
所

レ
丞
脅
皐
也
」
ご
い
ふ
綱
眼
は
敬
服
の
外
な
い
。

　
　
　
　
六
　
礁
…
永
本
に
見
え
た
正
宗

　
癒
永
本
に
削
り
我
々
の
啓
獲
さ
れ
る
最
も
重
要
な
る
黙

拡
相
州
鍛
冶
系
圖
に
欄
す
る
半
里
の
見
解
に
大
に
補
正
を

　
　
　
　
　
　
第
照
號
　
　
　
　
｝
閣
　
（
五
ニ
ニ
）

要
す
る
こ
ご
で
あ
る
。

　
偶
然
に
も
本
書
の
獲
存
す
る
譲
葉
に
正
宗
真
宗
の
名
が

見
え
る
こ
ご
が
そ
の
第
一
で
、
是
に
よ
り
正
宗
は
鎌
倉
暁

代
に
少
く
こ
も
筑
紫
延
壽
一
軍
位
に
は
認
め
ら
れ
て
み
た

こ
ご
は
疑
は
れ
な
い
。

　
古
今
諸
学
鍛
冶
之
銘
の
末
か
ら
二
番
目
に
も
正
宗
に
關

係
あ
る
ら
し
い
文
が
あ
る
。
雁
股
無
銘
無
計
理
の
忠
形
像

を
掲
げ
た
下
に

　
ち
か
こ
ろ
の
か
ち
な
り
す
ゑ
を
こ
ま
か
に
し
ら
す
よ
け
な
れ
「
こ

　
も
す
こ
し
や
す
く
ち
か
ら
な
し
や
ま
、
こ
に
た
い
ま
ぐ
」
い
ふ
が
ち

　
あ
り
云
々
（
や
ま
S
云
々
は
錯
簡
な
ら
ん
）
但
か
ま
く
ら
の
し
ん

　
ミ
う
五
か
ま
こ
の
か
ち
な
り
お
き
の
い
ん
ε
う
り
ん
云
々
（
お

　
き
の
い
ん
以
下
も
別
項
，
こ
す
べ
き
も
の
ミ
見
ゆ
）

　
此
の
文
は
中
間
の
錯
簡
を
除
い
て
考
ふ
れ
ば
、
正
和
頃

に
無
銘
に
て
相
姦
の
刀
劒
を
打
つ
新
藤
五
の
孫
鍛
冶
が
み

た
こ
い
ひ
、
之
を
了
戒
の
前
に
置
い
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
銘
誰
の
部
來
豊
里
の
次
に



　
相
模
鍛
冶
系
岡

貞
國
一
國
弘
I
l
助
眞
一
圃
光
　
國
重

－
國
廣

一
行
光

L
正
宗

こ
い
ふ
の
が
見
え
、
又
だ
四
葉
の
後
陸
奥
鍛
冶
次
第
不
同

の
次
に

　
　
　
鎌
倉
鍛
冶

國
宗
一
國
光

國
営
営
葡
四
郵

　
進
藤
太
郎

i
進
藤
又
四
郎

i
大
進
房
ひ
か
き
な
り

－
一
行
光
藤
三
郎
入
道

一
國
光
書
誤

ご
い
ふ
の
が
見
え
る
。

　
前
者
は
勢
頭
に
い
つ
だ
如
く
前
罪
に
鎌
倉
鍛
冶
は
貞
國

の
系
統
が
奥
州
か
ら
來
た
の
が
最
も
古
く
贋
謂
相
州
傳
の

無
刀
法
の
淵
源
は
此
に
在
る
ご
し
た
考
説
を
裏
書
す
る
資

料
で
、
我
々
の
考
説
が
此
に
よ
り
有
力
な
る
支
持
を
得
た

の
は
野
心
に
堪
へ
ぬ
。

　
　
　
第
十
三
魯
　
　
研
　
究
　
　
刀
劒
偲
利
の
源
流

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

　
後
者
は
國
光
が
湯
問
の
法
を
國
宗
に
學
ん
だ
ご
い
ふ
墾

河
入
道
の
傳
へ
た
鍛
錬
ロ
傳
に
符
合
し
、
相
州
傳
の
外
に

備
前
傳
を
學
ん
だ
爲
め
に
こ
の
第
二
の
系
圏
が
出
三
三
ご

す
べ
く
、
元
維
本
以
下
竹
屋
銘
盤
に
載
せ
た
大
事
相
傳
系

圓
な
る
も
の
は
後
者
を
取
り
前
者
を
抹
殺
し
た
も
の
ざ
認

め
ら
れ
る
。

　
而
し
て
前
者
に
行
光
に
並
べ
て
正
宗
を
掲
げ
、
後
者
磁

は
正
宗
の
代
り
國
光
弟
子
な
る
も
の
を
掲
げ
て
み
る
黙
は

互
に
齪
臨
し
て
見
え
る
が
、
大
回
房
を
加
へ
だ
第
五
に
位

す
る
國
光
も
亦
た
進
藤
五
郎
と
名
乗
b
得
べ
く
、
國
宗
の

何
代
か
の
孫
が
正
宗
ご
名
乗
り
國
光
の
弟
子
に
な
、
つ
て
、

後
に
圃
光
を
名
乗
つ
た
ε
解
し
得
ら
れ
、
若
し
長
命
な
ら

ば
永
和
二
年
の
紀
年
銘
あ
る
…
進
藤
五
國
光
も
同
人
で
あ
り

得
べ
く
、
爾
古
写
は
互
に
全
く
相
容
れ
ぬ
も
の
で
な
い
。

「
之
を
正
和
五
年
に
新
藤
五
の
孫
鍛
冶
ビ
い
ふ
も
の
に
調

比
す
る
に
、
本
阿
彌
長
根
の
畢
げ
た
嘉
暦
三
年
の
紀
年
銘

あ
る
正
宗
の
作
品
は
十
年
後
れ
て
み
る
。
故
に
後
者
は
、

　
　
　
　
　
　
算
四
號
　
　
　
一
五
　
（
五
二
三
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
　
究
　
　
刀
癩
殿
利
の
源
流

「
よ
げ
な
れ
ざ
も
や
す
く
カ
な
し
」
ご
坐
し
だ
時
よ
り
進
歩

し
て
、
後
に
國
光
で
通
用
す
る
名
作
を
造
り
乏
し
得
た
ざ

考
へ
ら
れ
る
。
、

　
此
の
如
く
詮
じ
躍
れ
ば
正
宗
に
關
す
る
前
稿
の
帯
説
は

之
を
補
足
し
て
國
宗
の
子
孫
に
正
宗
ご
名
乗
る
も
の
が
幾

代
か
あ
っ
て
、
そ
の
一
入
が
國
光
が
國
宗
に
師
事
し
た
如

く
國
光
に
師
事
し
、
相
州
傳
を
受
け
て
絡
に
國
光
を
名
乗

る
に
至
っ
た
の
が
五
郎
正
宗
で
あ
っ
た
こ
解
す
れ
ば
更
に

要
當
な
ら
ん
ご
信
ず
る
Q

　
何
故
に
正
宗
が
存
否
す
ら
疑
は
れ
る
駿
態
に
在
る
か
は

正
和
五
年
の
忠
形
像
に
見
る
如
く
銘
を
打
た
な
ん
だ
作
品

が
多
か
っ
た
結
果
こ
す
べ
く
、
後
世
に
膚
ら
銘
な
く
ビ
も

紛
れ
ぬ
こ
の
宮
負
心
か
ら
ざ
解
す
る
も
の
が
礎
た
課
で
あ

る
。
而
し
て
此
の
無
銘
な
る
こ
ご
は
在
銘
を
奪
罪
す
る
鎌

倉
室
町
爾
代
に
名
作
こ
し
て
蓮
照
し
難
い
理
由
ご
な
っ
た

こ
想
は
れ
、
元
難
本
の
末
に
掲
げ
た
御
物
の
目
測
を
挙
る

に
、
足
利
家
名
刀
二
十
一
ロ
に
正
宗
は
｝
ロ
も
な
く
、
藤

　
　
　
　
　
　
轄
創
面
日
輪
酬
　
　
　
　
一
山
ハ
　
（
五
二
四
）

四
郎
十
一
口
宗
近
國
綱
行
李
各
ニ
ロ
國
行
國
吉
鋼
房
ビ
共

に
義
弘
（
大
江
二
尺
九
寸
一
分
今
は
二
尺
四
寸
五
分
）
も
各

．
一
口
づ
、
あ
っ
て
全
く
正
宗
に
及
ん
で
み
な
い
Q
同
書
懇

下
鍛
冶
之
秘
傳
の
章
に
正
宗
は
天
國
宗
近
國
友
國
吉
久
國

吉
光
國
綱
國
宗
定
秀
行
三
三
古
里
多
安
農
芸
守
ε
共
に
上

上
の
位
列
に
麗
か
れ
、
上
々
御
物
ご
注
記
し
な
が
ら
こ
の

目
録
に
は
漏
れ
て
み
る
の
、
は
無
銘
な
る
が
爲
め
で
あ
ら
う

ご
推
測
さ
れ
る
。

　
鎌
倉
室
町
爾
幕
府
の
間
に
最
も
流
行
し
た
の
は
泰
時
の

選
定
し
た
番
鍛
冶
に
列
す
る
諸
工
を
出
し
た
粟
田
ロ
備
前

爾
派
の
作
品
で
あ
っ
た
Q
奥
州
鍛
冶
の
貞
節
の
次
第
に
亭

れ
ら
れ
た
の
は
そ
の
樽
酒
の
成
行
ら
し
く
、
現
に
鬼
九
の

作
者
に
關
す
る
傳
説
の
如
き
も
奥
州
粟
田
口
各
派
を
混
同

し
、
愚
稿
に
暴
げ
た
天
李
早
算
二
十
二
に
時
政
が
命
じ
た

刀
工
奥
州
宮
城
郡
の
府
三
の
眞
國
こ
い
ふ
の
は
貞
國
ご
似

た
國
綱
の
子
の
名
を
誤
記
し
た
ビ
想
は
れ
価
癒
永
本
の
鬼

九
作
者
に
關
す
る
記
事
も
頗
る
歩
軍
に
な
っ
て
み
る
。
古



“

北
諸
國
鍛
冶
銘
の
章
に
磁
石
こ
い
ふ
刀
工
の
忠
形
像
を
描

い
た
下
に

　
あ
わ
た
口
ほ
う
く
わ
う
し
殿
（
法
又
は
織
上
寺
殿
は
時
宗
）
御
代

　
め
し
下
さ
れ
お
に
ま
る
作
な
り
太
刀
刀
ミ
も
ま
れ
肥
大
き
り
や

　
す
り
か
ま
く
ら
の
く
る
ま
を
う
ち
ざ
う
さ
こ
ん
ミ
か
う
す
正
和

　
五
年
ま
て
は
百
三
十
年
掛

ビ
あ
っ
て
、
こ
の
渤
算
に
從
へ
ば
文
治
二
年
頃
師
ち
時
宗

か
ら
数
代
前
に
な
り
時
政
の
時
の
こ
ご
》
な
り
、
助
綱
ε

い
ふ
刀
工
は
粟
田
ロ
に
な
く
、
之
を
野
駈
の
誤
ε
し
て
、

國
綱
建
長
、
年
問
に
東
下
し
た
こ
い
ふ
点
眼
に
合
わ
澱
。
第

二
十
七
葉
銘
鑑
の
中
程
の
鬼
九
の
項
下
に
頼
光
此
作
刀
持

つ
こ
い
ひ
又
た
「
藤
六
左
近
鳶
ハ
母
野
也
藤
林
ヲ
チ
也
」
こ

い
ひ
、
貞
國
が
國
友
の
叔
父
郎
ち
粟
田
ロ
の
三
皇
國
家
の

兄
弟
あ
し
く
聞
え
乃
。
零
れ
こ
も
是
に
は
顧
光
の
鬼
切
ご

北
條
家
の
鬼
丸
ご
も
混
等
し
た
形
跡
が
明
か
に
認
め
ら
れ

＋
分
信
せ
あ
れ
鍛
。
要
す
る
に
北
條
氏
没
落
後
足
利
豊
徳

三
家
を
経
て
皇
室
御
物
こ
な
っ
た
」
鬼
九
が
國
野
作
た
る
は

　
　
　
第
十
三
巻
、
　
研
7
究
蔦
　
刀
劒
将
利
ρ
源
蒲

事
實
で
あ
b
、
建
長
年
聞
に
時
頼
が
命
じ
て
造
ら
せ
た
の

も
事
實
ご
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
前
に
時
政
の
貞
國
に

命
じ
て
造
ら
せ
た
も
の
が
破
損
し
、
之
に
代
っ
て
國
綱
の

造
っ
た
鬼
九
が
不
朽
の
名
作
こ
し
て
現
存
す
る
ご
解
す
べ

き
で
あ
る
ま
い
か
。

　
天
正
本
目
利
書
に
は
系
圖
國
綱
の
下
に

　
西
明
寺
殿
忍
言
切
諌
作
也

　
後
膝
三
郎
左
衛
門
二
心
同
作
也
、
相
国
國
千
慮
工
佳
時
眞
（
國

　
の
字
を
脱
す
る
か
）
ト
名
ヲ
職
事
有
レ
之

　
叉
た
そ
の
作
贔
に
固
し
て

　
此
作
ノ
太
刀
普
廣
院
殿
（
義
教
）
御
こ
し
物
工
正
本
ノ
國
綱
ト
似

　
せ
國
綱
あ
り
、
御
最
期
の
隣
し
る
し
を
見
せ
た
て
ま
つ
り
し
を

　
御
惑
ξ
り
な
く
て
、
似
せ
國
綱
を
拷
な
さ
れ
候
よ
し
、
天
F
に

　
沙
汰
す
、
野
作
重
費
ノ
シ
サ
イ
多
シ
云
々

ざ
あ
っ
て
ゐ
豊
徳
爾
…
家
常
に
本
阿
彌
家
に
保
管
さ
せ
だ
理

歯
は
義
毅
の
臣
下
に
殺
さ
れ
た
の
を
忌
ん
だ
の
で
あ
る
ご

想
は
れ
、
織
せ
國
綱
こ
い
ふ
の
は
或
は
我
々
の
推
測
し
た

　
　
　
　
　
　
第
四
瀧
、
　
　
一
七
　
（
五
二
泥
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
　
劣
　
　
刀
欝
欝
利
の
源
流

貞
國
の
焼
き
直
し
物
で
な
か
っ
た
か
ざ
推
測
せ
ら
れ
る
。

　
癒
永
本
銘
盤
に
は
山
内
四
郎
大
夫
流
及
び
山
内
瀧
四
郎

大
夫
こ
い
ふ
名
で
貞
國
が
二
ヶ
所
に
出
た
ら
し
く
、
而
か

も
前
者
に
も
「
釜
倉
山
内
住
人
差
畜
力
」
ビ
注
記
し
、
共

に
貞
國
の
名
は
全
く
逸
失
し
て
み
る
○
貞
國
は
元
町
本
怒

上
の
西
明
寺
殿
被
詐
定
分
二
十
二
人
の
申
に
入
っ
て
み
る

に
關
ら
す
、
慮
永
本
牧
録
者
は
之
を
注
意
せ
ぬ
位
で
、
是

に
よ
り
奥
州
鍛
冶
鎌
倉
移
住
後
の
事
跡
が
そ
の
作
品
の
白

失
ご
共
に
溺
没
し
た
次
第
が
推
知
さ
れ
る
。

　
此
の
繋
累
永
本
に
は
奥
州
安
期
悪
鳥
（
重
の
談
か
）
安
長

則
恒
近
則
月
山
ふ
し
ゅ
（
調
請
）
則
常
世
安
光
長
助
延
幡
房

森
房
文
壽
等
の
記
載
が
あ
っ
て
、
慶
長
以
後
の
諸
書
よ
り

も
却
っ
て
此
等
の
刀
工
に
益
す
る
傳
承
が
豊
富
で
あ
る
の

も
注
意
に
値
す
る
が
、
是
は
他
日
に
護
る
こ
ご
＼
し
、
姑

く
古
本
二
種
に
慷
b
鎌
倉
時
代
に
避
難
し
た
刀
創
鑑
識
法

が
基
礎
こ
な
っ
て
登
達
し
π
穫
路
ご
正
宗
が
鎌
倉
末
葉
に

既
に
頭
角
を
顯
は
し
つ
、
あ
っ
た
形
跡
を
考
謹
し
、
博
雅

　
　
　
　
　
　
第
「
烈
號
　
　
　
　
一
入
　
　
（
五
二
六
）

人
士
の
墾
考
に
供
す
る
こ
ぜ
に
止
め
る
。

　
今
叢
に
刀
鍛
冶
に
陶
す
る
文
墨
を
蒐
め
て
そ
の
登
達

の
痙
路
を
追
跡
せ
ん
ご
し
て
到
達
し
た
所
で
は
、
從
來

慶
長
頃
の
秘
傳
書
を
足
利
義
満
の
時
代
の
宇
津
宮
三
河

入
道
か
ら
の
傳
承
と
す
る
設
の
由
來
が
元
亀
爲
本
目
利

書
に
登
見
し
た
北
朝
癒
安
難
壁
三
河
入
溢
の
奥
書
に
よ

り
朋
か
ご
な
り
、
正
和
年
間
の
名
越
遠
江
入
道
宮
垣
秘

傳
書
が
そ
の
根
源
で
あ
る
こ
ざ
が
確
か
め
ら
れ
た
是
は

現
在
の
重
創
目
利
の
方
法
が
武
家
政
治
の
成
立
に
俘
ひ

登
生
し
た
こ
ご
を
意
味
し
、
唖
然
豫
期
さ
れ
た
所
が
確

實
に
な
つ
だ
次
第
で
あ
る
。

　
文
献
に
黙
り
渤
り
得
た
所
は
此
の
如
く
今
よ
り
弾
入

百
年
位
ま
で
に
止
り
、
雫
安
朝
及
び
そ
の
以
前
の
刀
工

に
馴
し
て
は
我
々
の
現
に
努
め
つ
、
あ
る
隠
銘
を
正
確

に
黒
む
外
に
手
が
、
り
が
な
い
様
に
見
え
る
。

’

σ


